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本論文では、被災したジオグリッド補強土壁の耐震性に関し、被災状況を模擬したジオグリッ

ドの引抜き特性を調べるとともに、遠心模型実験を実施し、種々の検討を行った。補強土工法は

数千年もの問、色々なタイプの補強材を用いて行われてきた土構造物の建設方法である。近年で

は、ジオグリッドを用いた補強土工法が、安定性・施工性など様々な利点を有することから、大

変幅広く用いられるようになってきた。しかしながら、強い地震に見舞われた際でも、もし外見

上著しい損傷を受けていない場合は、特に補修などを行わず使用されることが多い。適切に補修

や再構築を行うためには、ジオグリッド補強土壁の損傷の程度を適切に評価する事が必要となる。

ジオグリッド補強土壁の安定性の評価にはジオグリッドの引抜き抵抗が用いられるが、被災後に

おいてもどの程度の引抜き抵抗が存在するかは重要である。地震履歴の影響を調べるために、本

研究では実験的検討と理論的な検討を行っている。最後に、遠心振動台実験と遠心傾斜台実験を

実施し、被災したジオグリツド補強土壁の耐震性について本研究で

安定性を検討し、比較・検証を行っている。

本論文は、研究成果を 7章に分けて記述している。

第 1章では、ジオグリッド補強土壁工法に関しその基本概念と現状を紹介し、近年の大地震に

よる被災事例を紹介して、本研究の背景と必要性を述べている。さらに本論文の構成を概観して

いる。

第2章では、ジオグリッドの引抜き試験、ジオグリッド補強土壁、震度法など、本研究と密接

に関連する分野に関する既往の研究を紹介している。

第 3章では、形状の異なる模型ジオグリッド（円形開口、矩形開口、板状）を用い 2種類の土

中（豊浦砂、まさ土）で実施した、除荷・再載荷過程を含む引抜き試験について、引抜き抵抗や

土とジオグリッドの相互作用について検討を行っている。PIV(Particle Image Velocimetry）とし、う画

像処理方法を用い模型地盤内の変位分布を計測し、さらにその変位分布から地盤内のひずみ分布

を求めることで、ジオグリッドとその周辺地盤の相互作用について検討を行っている。引抜き試

験結果から、除荷・再載荷過程を経ると、ピークあるいは残留時の引抜き抵抗が低下することが

示された。従って、一度被災したジオグリッド補強土壁は、今後の地震や豪雨などに対し、建設

時の当初設計で想定しただけの引抜き抵抗が発揮されず、十分な安全率を有しない可能性がある

ことが指摘されている。

第4章では、震度法を用いた補強土壁の安定性の検討について述べている。特に第 3章で述べ

られたジオグリッドの引抜き特性が、ここでは考慮されている。これまでの実績からジオグリッ

ド補強土壁の安定性を評価する際に適用性が高いと考えられる Two-Wedge法が用いられている。

第3章で述べられた除荷・再載荷後のピーク時や残留時など各載荷段階における補強土壁の安定

性が評価された。その結果、地震などによりある程度の損傷を受けた補強土壁は、地震や豪雨な

どの将来の大きな外的作用に対し安全率が低下することが述べられている。即ち、大きな地震動

を受け補強土壁がある程度の変形を生じると、補強土壁内のジオグリッドは残留状態に達するこ

とがある。地震外力などは一時的な作用であるため、仮に残留強度状態まで低下していたとして

もその後は自重のみを支えれば良く安定性を保てる場合がある。しかし、将来の大きな外的作用

に対しては、建設時に想定されたような健全な状態でのピーク強度は期待できなくなる。こうい
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った被災に伴う安定性の低下を、実験結果を用いた Two-Wedge法解析結果から解明している。

第 5章では、これまでに得られた安全率やすべり線の位置などを、遠心振動台実験と遠心傾斜

台実験を通して検証している。即ち、 4章までに用いられてきたジオグリッドと土を用い、実際

に補強土壁模型を作製し、振動台を用いた動的応力作用の検討、傾斜台を用いた設計法を模擬し

た準静的水平荷重作用の検討を、 50Gの遠心場で行うことで、実スケール 7.5m相当の補強土壁の

安定性を検討している。その結果、本研究で得られた、被災を想定したジオグリッドの引抜き特

性、地盤材料強度、安定解析手法を適切に用いることで、被災後のジオグリッド補強土壁の将来

の外的作用に対する安全率や破壊形態を適切に評価できることが検証されている。

第 6章では、本研究成果の実務における適用についてその可能性と問題点について述べている。

第 7章では、本研究により得られた結論を述べている。

本研究では、被災した補強土壁に残されている耐震性としづ、実務上は非常に重要でありなが

らこれまで検討されていなかった課題について、ジオグリッドの引抜き試験について新たな試験

方法を提案し実施することで被災後のジオグリッドの引抜き抵抗を適切に評価できることを示し、

さらに遠心模型実験を実施し、解析法と併せてその妥当性を検証している。

なお、本博士論文の内容の一部は、以下に示す論文などで公表されている。やや詳しい内容に

関しては、それらをご参照いただきたい。
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図－1 地震前～後の荷重条件の変化 図－2 除荷・再載荷を含む引抜き試験結果
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図－3 遠心傾斜台実験初期状態 図－4 遠心傾斜台実験（再載荷による破壊）
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